
幹部候補生採用予定者が東部方面総監部等を研修
が
目
的
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
研
修
は
、
採
用
予
定
者
同
士
で
同
期
の
絆
を
深
め
る

で
東
部
方
面
総
監
部
の
業
務
状
況
や
同
駐
屯
地
で
勤
務
す
る

衛
隊
東
部
方
面
総
監
部
が
実
施
し
た
研
修
へ
一
般
幹
部
候
補

親
会
が
行
わ
れ
た
。

の
交
流
で
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
入
校
へ
の
不

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
し
、
採

わ
れ
た
「
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
ま
つ
り
」
を
鑑
賞
し
、

方
面
総
監
に
よ
る
講
話
も
聴
講
し
、「
個
々
の
力
に
は
限
界
が

す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
目
標
が
出
来
た
」
と
い
っ
た
感

励
の
言
葉
を
受
け
た
。

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県内出身艇長が寄港掃海艇「いずしま」特別公開
今
回
行
わ
れ
た
特
別
公
開
は
、
県
内
在
住
の
将
来
自
衛
官

佐
で
あ
り
、
入
港
当
日
は
多
く
の
地
元
市
民
に
よ
る
歓
迎
を

際
に
Ｅ
Ｏ
Ｄ
ク
ル
ー
が
手
際
良
く
機
雷
を
処
理
す
る
訓
練
展

ず
し
ま
」
の
清
水
港
入
港
に
伴
っ
て
特
別
公
開
を
実
施
し
た
。

（
Ｅ
Ｏ
Ｄ
）
の
隊
員
か
ら
、
機
雷
処
分
任
務
で
使
用
し
て
い
る

国
民
か
ら
常
に
期
待
を
受
け
て
い
る
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
。

と
も
に
、
自
衛
官
を
目
指
す
志
望
者
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
後
部
作
業
甲
板
で
は
機
雷
処
分
具
と
い
っ
た
掃
海

を
期
待
し
て
そ
の
日
を
待
っ
て
い
る
」
と
参
加
者
に
言
葉
を

参
加
し
た
。

る
力
が
養
わ
れ
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
」
と

を
受
け
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
活

入隊予定者が掃海艇「いずしま」を研修
自
衛
隊
で
の
勤
務
や
掃
海
艇
に
関
す
る
説
明
、
艇
内
見
学

こ
れ
は
、
函
館
基
地
所
属
の
掃
海
艇
「
い
ず
し
ま
」
の

艇
内
で
は
、
乗
員
の
案
内
で
艦
橋
や
掃
海
機
器
等
の
装

に
入
港
し
た
掃
海
艇
「
い
ず
し
ま
」
の
入
隊
予
定
者
等
に

雷
を
排
除
す
る
任
務
や
珍
し
い
木
造
の
船
体
等
に
乗
艇
前

参
加
し
た
海
上
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
は
「
実
際
に
艦
艇

進
し
て
い
く
。

員
」
の
訓
練
展
示
等
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
静
岡
市
清

た
」
と
話
し
て
い
た
。

参
加
者
は
、
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
と
い
う
と
護
衛
艦
等

な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
海
上
自
衛
隊
の

か
ら
、
海
上
自
衛
隊
で
勤
務
す
る
魅
力
等
に
つ
い
て
説
明

に
し
な
が
ら
、
若
者
が
自
衛
隊
と
接
す
る
こ
と
の
出
来
る

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１

と
と
も
に
、
自
衛
隊
で
の
将
来
像
を
見
出
し
て
も
ら
う
こ
と

生
採
用
予
定
者
を
引
率
し
た
。

２
日
目
は
、
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
（
東
京
都
練
馬
区
）

陸
佐
）
は
、
２
月
１
２
日
（
日
）
と
１
３
日
（
月
）、
陸
上
自

そ
の
後
に
一
般
幹
部
候
補
生
出
身
の
幹
部
隊
員
を
交
え
た
懇

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
勤
務
し
て
い
る
幹
部
自
衛
官
と

想
が
聞
か
れ
た
。

１
日
目
は
、
和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
）
で
行

部
隊
、
生
活
す
る
官
舎
等
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
森
山
東
部

安
が
解
消
出
来
た
」「
多
岐
に
わ
た
る
自
衛
隊
の
活
動
を
理
解

あ
る
。
し
か
し
集
団
の
力
な
ら
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と
激

用
予
定
者
に
自
信
と
安
心
を
付
与
し
、
入
校
を
迎
え
る
態
勢

受
け
た
。

同
艇
の
艇
長
は
静
岡
市
清
水
区
出
身
の
菊
地
甚
太
３
等
海

ス
ク
ー
バ
装
具
等
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
艇
上
か
ら
実

陸
佐
）
は
、
２
月
１
２
日
（
日
）、
海
上
自
衛
隊
掃
海
艇
「
い

最
初
に
水
中
の
機
雷
や
不
発
弾
を
処
理
す
る
水
中
処
分
員

最
後
に
艇
長
は
「
自
衛
隊
は
日
本
国
民
の
安
全
を
守
り
、

用
し
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
多
く
の
若
者
に
知
っ
て
も
ら
う
と

示
を
見
学
し
た
。

魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、「
君
た
ち
と
仕
事
が
出
来
る
こ
と

を
目
指
す
学
生
や
教
諭
等
を
対
象
と
し
て
お
り
、
１
９
名
が

ま
た
、
日
本
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
物
事
を
考
え

艇
な
ら
で
は
の
装
備
品
を
見
学
し
、
機
雷
処
理
方
法
の
説
明

送
っ
た
。

入
港
に
伴
い
行
わ
れ
、
入
隊
予
定
者
等
を
対
象
に
、
海
上

対
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。

か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

等
陸
佐
）
は
、
２
月
１
２
日
（
日
）、
清
水
港
（
静
岡
市
）

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う
で
、
掃
海
艇
の
水
中
の
機

を
受
け
た
。

機
会
を
積
極
的
に
設
け
、
意
欲
あ
る
志
望
者
の
獲
得
に
邁

備
品
、
海
中
の
機
雷
や
不
発
弾
を
処
理
す
る
「
水
中
処
分

仕
事
を
肌
で
感
じ
、
今
後
の
職
域
を
決
め
る
参
考
に
な
っ

等
を
実
施
し
た
。

で
勤
務
し
て
い
る
海
上
自
衛
官
か
ら
経
験
に
基
づ
く
様
々

水
区
出
身
の
「
い
ず
し
ま
」
艇
長
・
菊
地
甚
太
３
等
海
佐

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
隊
と
地
域
の
連
携
を
大
切


